
標準委員会 第13回基盤・応用技術専門部会議事録 

  

１．日 時  2011年9月5日（月） 10：00～11:00 

２．場 所  (独)原子力安全基盤機構別館１１A,B会議室 

３．出席者（敬称略） 

（出席委員）  岡本（部会長），萩原（副部会長），吉田（幹事）,石塚，笠原，北

島，堺，坂本，西田，沼田，堀田，日比，宮坂，山内，吉澤（15名） 

（代理出席委員）佐田（市川代理）、初岡（浦上代理）（2名） 

（欠席委員）  岩崎，上野，金子，越塚，山口（5名） 

（傍聴者）   田中，工藤，北島，福島，安田（5名） 

（事務局）   谷井 

 

４．配付資料 

ATC13-0 議事次第 

ATC13-1 前回議事録（案） 

ATC13-2-1  「原子力施設の廃止措置の実施：20XX」公衆審査の中間報告について 

ATC13-2-2  「原子力施設の廃止措置の実施：20XX」改定案福島第一原子力発電所に関す 

る記載について 

ATC13-3-1  「有効高さ評価モデル実施基準」標準原案部会書面投結果 

ATC13-3-2   部会書面投票コメント対応案について 

ATC13-3-3   標準案「発電用原子炉施設の安全解析における放出源の有効高さを求める

ための数値モデル計算実施基準(案)」 

 

参考資料 

ATC13-参考 1 基盤・応用技術専門部会委員名簿 

ATC13-参考 2 標準委員会の活動状況 
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５．議事内容 

議事に先立ち，事務局から，委員22名中，代理委員を含めて17名が出席しており，成

立に必要な定足数（15名以上）を満足している旨報告された。 

 

（1） 前回議事録（案）の確認（ATC13-1） 

事務局から、前回議事録（案）について説明があり，前回議事録（案）は承認され

た。 

 

（2） 【公衆審査中間報告及び意見対応】「原子力施設の廃止措置の実施：20XX」

（ATC13-2-1,2） 

事務局から，ATC13-2-1に基づき公衆審査においてこれまで意見がないことが報告

された後，廃止措置分科会の工藤委員から，資料ATC13-2-2に基づき，「原子力施設

の廃止措置の実施：20XX」に対する7月7日の標準委員会での意見への対応について説

明が行われた。 

 

（3） 【専門部会書面投票結果の審議】「発電用原子炉施設の安全解析における放出源の有

効高さを求めるための数値モデル計算実施基準(案)」（ATC13-3-1～3） 

事務局から，ATC13-3-1に基づき標準委員会書面投票において可決されたことが報

告された後，有効高さ評価モデル分科会の佐田幹事から，資料ATC13-3-2,3に基づき，

「発電用原子炉施設の安全解析における放出源の有効高さを求めるための数値モデ

ル計算実施基準(案)」の書面投票意見への対応について説明が行われた。 

審議の結果，本日のコメントを反映した上で，9月9日の標準委員会に本報告するこ

とが決議された。 

主な質疑等は以下のとおり。 

・配布資料（ATC13-3-3）p.19、上から18行目、｢建屋近傍の図B.2 b)｣は｢建屋近

傍の図B.2 a)｣のミスと思われる。 

 →引用ミスのため修正する。 

・今後、基準は白黒印刷になる可能性もあるので、配布資料（ATC13-3-3）p.19、

上から18行目、｢赤色のコンターから｣を「コンターから」に修正してはどうか。 

 →了解した。「赤色の」を削除する。 

 

６．その他 

次回専門部会は，11月29日（火）と予定された。 

以上 


